
クロロタロニル（TPN）（CAS no. 1897-45-6） 

 
文献信頼性評価結果 

 

 
○：既存知見から示唆された作用 
－：既存知見から示唆されなかった作用 
*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 
**：USEPA EDSP において指摘された作用 

 
クロロタロニルの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験において、脱皮ホルモン様

作用を示すことが示唆された。 
 
(１) 生態影響 

 Key ら(2003)によって、クロロタロニル 31.3、62.5、125μg/L(設定濃度。250、500μg/L 区も設

定しているが強い毒性影響が認められた)に孵化直後から５日間(日毎６時間)ばく露したテナ

ガエビ科の一種グラスシュリンプ(Palaemonetes pugio)への影響が検討されている。その結果と

して、31.3μg/L以上のばく露区で成体に至るまでの脱皮回数の高値が認められた。なお、成体

に至るまでの所要日数、乾燥体重には影響は認められなかった。 
想定される作用メカニズム：脱皮ホルモン様作用 

  

示唆された作用 

エストロゲン 抗エストロゲン アンドロゲン 抗アンドロゲン 甲状腺 
ホルモン 

抗甲状腺 
ホルモン 

脱皮 
ホルモン その他

* 

－ － － － ○** ○** ○ － 
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